


国
が
森
林
環
境
税
を
導
入

適
正
な
森
林
整
備
を
促
進

　　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達

成
や
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、森

林
整
備
に
必
要
な
財
源
を
安
定
的
に
確

保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
こ

で
国
は
、令
和
６
年
度
か
ら
森
林
環
境

税
の
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
。

個
人
住
民
税
均
等
割
の
枠
組
み
を
用
い

て
、令
和
５
年
度
で
終
了
す
る
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
財
源
分
と
同
額
の

千
円
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
は
、都
道
府
県
や
市
町

村
が
各
自
治
体
の
状
況
に
応
じ
て
森
林

整
備
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、そ
の
全
額
を
森
林
環
境
譲
与
税
と

し
て
国
か
ら
都
道
府
県
や
市
町
村
に
譲

与
。自
然
環
境
や
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、森
林
整
備
や
林
業
の
担
い
手
確
保
、

木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
活
動
な

ど
の
財
源
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

▶

◀

１
０
０
年
後
の

　
　

森
林
を
守
る

令
和
６
年
度
か
ら
国
税
と
し
て
森
林
整
備

な
ど
の
財
源
に
す
る
た
め
に
課
税
さ
れ
る

森
林
環
境
税
。豊
か
な
自
然
環
境
を
後
世
に

残
す
た
め
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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市
の
約
４
割
を
占
め
る
森
林

生
活
環
境
に
も
た
ら
す
恩
恵

　

本
市
は
、市
全
体
の
面
積
の
約
41

パ
ー
セ
ン
ト
を
森
林
が
占
め
、林
業
が

盛
ん
な
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。市
内

で
は
、多
く
の
木
材
が
生
産
さ
れ
、木
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
木

工
芸
品
も
数
多
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
は
、樹
木
を
生
育
す
る
ほ
か
、水

の
貯
留
、地
球
温
暖
化
や
土
砂
災
害
の

防
止
な
ど
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ

て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

災
害
に
つ
な
が
る
森
林
の
荒
廃

私
た
ち
の
生
活
に
影
響
も

　

１
９
８
０
年
を
ピ
ー
ク
に
木
材
価
格

は
下
降
を
続
け
、林
業
の
採
算
性
の
低

下
や
担
い
手
の
減
少
に
よ
り
、手
入
れ

不
足
の
森
林
が
増
加
し
、全
国
的
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。森
林
が
荒
廃
す

る
と
、森
林
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

が
低
下
し
、私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
を
守
り
続

け
て
い
く
た
め
に
は
、適
正
な
森
林
整

備
が
急
務
で
あ
り
不
可
欠
で
す
。そ
の

た
め
、市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

一人一人にできることから始め
豊かな森林を100年後の未来へ――

Ⓡ
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森 林 整 備森 林 整 備

森林環境譲与税
の活用事例
森林環境譲与税
の活用事例

➡

➡

本市の豊かな自然環境と住みやすい生活環境を後世に残す
ための森林環境譲与税を活用した取組事例を紹介します。
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林業担い手育成林業担い手育成林道などの整備林道などの整備

▶ ＝ ☎
▶ ＝ ☎

登米材の活用促進登米材の活用促進ファースト・ウッドファースト・ウッド

～ 100年後の森林を守る ～

05 2024.4
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　４月１日から、利便性の向上と運行の効率化を図るため、
市民バス運行ダイヤなどを改正します。

■ ▶８便＝出発を10分早め、午後４時20分へ変更
■ ▶４便＝出発を10分遅らせ、午前10時55分へ変更
■ ▶４便＝出発を11分早め、午後２時10分へ変更
■ ▶３便＝出発を25分早め、午前９時に変更
■ ▶８便＝出発を５分早め、午後１時30分に変更

▶10便＝出発を７分早め、午後４時14分に変更
■ ▶全便＝「新田幼稚園前バス停」を新設
　　　　▶５便＝出発を12分遅らせ、午後２時30分に変更
※この他、一部の便で出発時刻や運行時刻の変更やバス停
の移設があります。詳しい情報については、市公式ホーム
ページを確認ください

まちづくり推進部市民協働課（地域
づくり推進係）
☎ 0220（22）2173

　

市
で
は
、若
者
の
地
元
回
帰
と

地
域
へ
の
定
着
を
促
す
た
め
、奨

学
金
返
還
額
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

申
請
時
点
で
市
内
に
住

所
を
有
し
て
い
て
、次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
➊
登
米
市
出
身

で
、令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に

本
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
就
労
し
て
い

る
人
➋
令
和
６
年
２
月
以
降
に
大

学
・
高
校
な
ど
を
卒
業
し
、市
内
に

住
所
を
有
し
た
ま
ま
就
労
す
る
人

※
こ
の
他
に
も
条
件
が
あ
る
た
め

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
独
立
行
政
法
人

日
本
学
生
支
援
機
構
の
第
一
種
奨

学
金
、第
二
種
奨
学
金
▼
地
方
公

共
団
体
に
お
い
て
実
施
す
る
奨
学

金
▼
あ
し
な
が
育
英
会
奨
学
金
▼

交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
金
な
ど

１
年
間
の
返
還
額
の

う
ち
、18
万
円
を
上
限
に
助
成

※
交
付
対
象
期
間
は
最
長
３
年

間
、総
額
54
万
円
ま
で

４
月
１
日（
月
）〜
９

月
30
日（
月
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、詳
し
い

情
報
に
つ
い
て
は
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
ま
た
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課（
ふ
る
さ
と
定
住
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

　
「
防
災
」、「
防
犯
」、「
市
か
ら
の

お
知
ら
せ
」な
ど
の
情
報
を
、パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、携
帯

電
話
に
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

す
る「
登
米
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
」の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
い
、

４
月
１
日
か
ら
、配
信
す
る
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
変
更
に
な
り
ま

す
。

　

す
で
に
登
録
し
て
い
る
人
は

再
度
登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、迷
惑
メ
ー
ル
の
受
信

拒
否
設
定
を
し
て
い
る
場
合
は
、

「tom
e@
sg-p.jp

」か
ら
メ
ー
ル

が
受
信
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
て

く
だ
さ
い
。

　

受
信
設
定
の
方
法
は
、お
使
い

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話

な
ど
の
購
入
店
ま
た
は
携
帯
電
話

各
社
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
広
報
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

死koho@
city.tom

e.m
iyagi.jp
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　エネルギー・食料品などの価格高騰に対する生活支援のため、給付金を支給します。
　支給対象世帯には、４月中に通知を送付しますが、転入者や未申告者がいる世帯などで通知が送付されない場合、申
請が必要となります。詳しくは、下記を確認してください。

　次に該当する世帯には、確認書などが送付されませんの
で、生活福祉課または各総合支所窓口に備え付けの申請書
（市公式ホームページからもダウンロード可）に必要事項を
記入の上、添付書類と一緒に生活福祉課または各総合支所
に提出してください。（郵送可能）
➊令和５年１月２日以降に転入者がいる世帯
➋令和４年分所得の申告をしていない人がいる世帯
➌（こども加算のみ）令和５年12月２日以降に生まれた新生
児や、別居している児童を扶養している場合は、申請により
対象となる場合があります

▶市価格高騰支援給付金専用電話（平日／午前９時～午後
４時）　☎ 0120（390）035
▶福祉事務所生活福祉課（福祉総務係）　☎ 0220（58）5552

☎
☎

☎
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令
和
６
年
４
月
か
ら
、プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
加
え
て
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
資
源
ご
み

回
収
を
開
始
し
ま
す
。

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
で
、最
長
部

が
20
㌢
以
内
の
も
の

※
金
属
な
ど
が
付
属
し
て
い
る
場

合
は
、取
り
除
い
て
く
だ
さ
い

※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ハ
ン
ガ
ー

は
、長
さ
20
㌢
以
上
で
も
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す

※
農
業
や
事
業
で
使
用
し
た
も
の

（
産
業
廃
棄
物
）や
、汚
れ
の
ひ
ど

い
も
の
は
、出
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん

資
源
ご
み
の
回
収
日
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
ま
と
め
て
透

明
な
袋
に
入
れ
、リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
置
い
て
あ
る「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ボ
ト
ル
」の
コ
ン

テ
ナ
に
出
し
て
く
だ
さ
い

※
食
品
汚
れ
や
土
砂
汚
れ
な
ど
は

軽
く
水
洗
い
す
る
な
ど
し
て
、汚

れ
を
取
り
除
き
水
を
切
っ
て
出
し

て
く
だ
さ
い

※
チ
ュ
ー
ブ
類
や
詰
め
替
え
パ
ッ

ク
な
ど
は
、中
身
を
使
い
切
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い

※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ハ
ン
ガ
ー
は

10
本
程
度
ず
つ
ひ
も
で
縛
る
な
ど

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
廃
棄
物
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
５

　防犯・防災や市政情報の発信のほか、市民通報機能を追
加して運用している「市公式LINE（ライン）」の新たな機
能として、各家庭の粗大ごみ回収の申し込みができるよ
うになりました。これまで、粗大ごみ回収の申し込みは電
話のみで受け付けていましたが、LINEを利用することに
よって、クリーンセンターの業務時間外でも手軽に申し
込みできます。ぜひ、ご利用ください。

➊市公式LINEを登録していない人は、下記の二次元コー
ドから友だち追加をしてください
➋メニュー中央下部の「ゴミ・リサイクル」から「粗大ごみ
の収集申込」をタップし、必要事項を入力して申し込んで

ください
➌市が申込内容を確認し、受付完了または内容の修正依
頼などの連絡を送信します
➍受付完了の連絡を受信した後、一部のコンビニエンス
ストアなどで処理券を購入し、回収日の午前８時までに、
申込時に指定した収集場所へ、処理券を貼ってごみを出
してください
※LINEで受け付けるのは一般家庭の粗大ごみのみです
※急な変更やキャンセルがあった場合は、電話で連絡し
てください

環境事業所クリーンセンター
☎ 0225（76）0102

▶ ▶
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住みよい新田を
目指して

笑顔で未来へ
はばたく佐沼

　

市
教
育
委
員
会
は
、第
６
回
登

米
市
こ
ど
も「
本
の
ポ
ッ
プ
創
作

コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
全
て
の
小
学
校
に
備
え
付

け
て
い
る「
上
杉
文
庫
」の
本
を
紹

介
す
る
ポ
ッ
プ
作
品
を
、市
内
の

小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象

に
募
集
し
、４
９
１
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

千
葉
優ゆ

衣い

（
石
森
小
）

川
村
心こ

こ

ろ桜（
米
谷
小
）、 

佐
々
木
陽ひ

よ

り愛（
佐
沼
小
）、榊
原
琴こ

と

子こ

（
上
沼
小
）伊

東
芽め

依い

（
石
森
小
）、 

佐
々
木
優ゆ

羽う

（
加
賀
野
小
）、遠
藤

未み

結ゆ

（
米
谷
小
）、山
口
未み

紗さ

（
米
川

小
）、佐
々
木
萌め

愛い

（
浅
水
小
）

鎌
田
璃り

音お

（
浅
水
小
）、佐

藤
美み

乃の

里り

（
石
森
小
）、松
本
美み

緒お

（
佐
沼
小
）、後
藤
到い

た
る（

米
川
小
）、 

佐
藤
結ゆ

う

心し
ん（
豊
里
小
）、寺
澤
陽ひ

な

た向

（
豊
里
小
）、阿
部
由ゆ

妃き

菜な

（
石
森

小
）、熊
谷
総そ

う

真ま

（
加
賀
野
小
）、佐

藤
灯あ

か
り（
米
川
小
）、鈴
木
彩い

ろ

葉は

（
米
谷

小
）

※
入
賞
作
品
は
、３
月
31
日（
日
）

ま
で
迫
図
書
館
白
鳥
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
・
爽
陽
に
展
示
し
て
い
る
ほ

か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

紹
介
し
て
い
ま
す 

。ぜ
ひ
、ご
覧

く
だ
さ
い

迫
図
書
館
白
鳥
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
・
爽
陽

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
８
２
０

▶
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依頼人も観客もドキドキしながら鑑定を見守りました。高額鑑
定が出たかどうか、ぜひ放送をご覧ください。

　「出張！なんでも鑑定団in宮城・登米」の公開収録は
２月４日、登米祝祭劇場で開催され、1,206人の応募の
中から、抽選で当選した696人が観覧に訪れました。
　収録では、応募総数177点から選ばれた５人の依頼人
が登場し、自慢のお宝にまつわるエピソードを披露。司
会の原口あきまささんのトークと、鑑定士の北原照

てる

久
ひ さ

先生、安河内眞
ま

美
み

先生、森由
ゆ

美
み

先生による鑑定結果に、
会場は大いに盛り上がり、終始笑いの絶えない楽しい
収録となりました。公開収録の様子は、テレビ東京で３
月12日に放送されました。宮城県での放送日程は決ま
り次第お知らせします。

フリートークで、参加者からの質問に応じた講師の二人。林業従
事者の後継者減少などの課題解決と展望について述べました。

　「第12回人と野生動植物の共生を考えるつどい」（登
米市環境市民会議主催）は２月10日、迫公民館で開催さ
れ、59人が参加しました。
　つどいは、登米町森林組合の竹中雅

まさ

治
は る

氏と、南三陸町
の林業会社で企画開発を担当する大渕香

か

菜
な

子
こ

氏を講師
に迎え、森林と気候変動、生物多様性をテーマに講演。
身近にある森林や動植物の役割を考え、人と自然が共
生する地域づくりの大切さについて学びました。参加
した佐藤伸

しん

さん＝登米町宿小川＝は「森林の持つ防災機
能などの知識を深めるために参加しました。自分の仕
事や活動に生かしていきたいです」と話しました。

会場は良風に恵まれ、見応えのある連だこやたくさんの手作り
だこなどが大空を埋め尽くすように舞い上がりました。

　「第59回とよま凧あげ大会」（とよまコミュニティ運
営協議会主催）は２月４日、登米大橋下流の北上川右岸
堤防周辺で開かれ、市内外から300人を超える来場者で
にぎわいました。
　大会は、同コミュニティの地域づくりの一環として
開催し、開会式で佐藤会長は「たこたこ揚がれと思いを
込めて楽しんでください」とあいさつ。一般の部で「高
くあがったで賞」を受賞した柴田康

やす

宏
ひ ろ

さん＝岩手県陸
前高田市＝は「昨年に続き２回目の参加です。風を捉え
ることが難しかったですが、高く揚げることができて
うれしかったです」と笑顔を見せました。
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市内の児童・生徒や、県内の高校生から応募された160点の作
品のうち、34点が表彰されました。

　第24回自主企画展「石ﾉ森ふるさとマンガ作品展」の
入賞者への表彰式が、２月23日に石ﾉ森章太郎ふるさと
記念館で開かれました。
　企画展は、青少年の健全育成を目指し、漫画を通じて
自由に自己表現してもらう機会として企画。応募され
た全ての作品が、２月３日から３月３日まで展示され
ました。絵画の部で最優秀賞を受賞した中野里

り お

桜さん
＝佐沼中２年＝は「受賞したことにびっくりしていま
す。細かく色を塗って仕上げたところと、仮面ライダー
とサイボーグ009の世界観を取り入れて表現したとこ
ろを工夫しました」と話しました。

来訪神が身にまとっているわらは火伏せのお守りになるとされ
ており、来場者はわれ先にとわらを抜き取っていました。

　ユネスコ無形文化遺産に登録されている「米川の水
かぶり」は２月12日、東和町米川地内で開かれ、神の使
いに化身した男衆25人が、「ホー、ホー」と声を発しなが
ら家々に水をかけ、火伏せを願いました。
　米川の水かぶりは、800年以上の伝統があるといわれ
ており、毎年２月の初

はつ

午
う ま

の日に合わせて開催。火の神の
印である、かまどのすすを顔に塗り、わら装束姿で秋葉
山大権現を参拝することで来訪神となります。会場で
は、国の重要無形民俗文化財に指定されている岩手県
北上市の岩崎鬼

おに

剣
け ん

舞
ば い

の特別出演や、物産品の販売など
も催され、多くの来場者でにぎわいました。

ワークショップ形式で開催され、高校生は仕事のやりがいや大
変なことなどについて、先輩たちに積極的に質問していました。

　令和５年度高校生会議「20代の先輩たちに仕事のリ
アルを聞こう」は２月23日、迫公民館で開かれ、市内の
高校生15人が参加しました。
　会議は、高校生に進路の幅を広げてもらい、男女が共
に参画するまちづくりを推進するために開催。高校生
は、女性の自衛官や男性の看護師などの５人のアドバ
イザーから、職場環境などについて話を聞きました。参
加した櫻田彩

あや

さん＝登米高１年＝は「これまで少人数
で話を聞く機会がなかったので、今日は聞きたいこと
を質問できて良かったです。聞いたことを参考に、将来
のことを考えていきたいです」と話しました。
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二人でのんびり過ごしたいね
★

仲人さんに紹介されて、
お見合いで出会ったんだ。初め
て見たときにピンときて、この
人しかいないと思ったよ。
★

家族全員、食べること
が好きで、みんなで行く外食が
楽しかったね。
★

心が広くて、いろんなこ
とを受け止めてくれるんだ。

困ったときにいつも助
けてくれる優しい性格だよ。

言いたいことがあったら
ため込まず吐き出すことかな。
意見が食い違うこともあるけど、
自分が悪いと思ったところは直
すんだ。
★

思い出やその日あったこ
とを話しながら、のんびり過ご
したいね。

★ 　170㌢でB型です。
★ 　東北学院大学経済学部の２年生で、
ジェンダー問題などの社会課題について学んで
います。将来は、誰もが不自由せず、自分らしく生
きることのできる社会づくりに関わる仕事に就
きたいと考えています。
★ 　誰とでも緊張せず話すことができ
る社交的な性格だと思います。周りからは、元気
いっぱいで明るいと言われることがあります。
★ 　外に出るのが好きで、冬は
ゲレンデに行ってスノーボードをしています。始
めたばかりの時は、滑ることもできませんでした
が、数をこなすうちに滑りが上達し、向きを変え
たり回転したり、できることが増えて成長を感じ
られるのが楽しいです。また、大学の登山部に所
属していて、山に登ることも趣味です。登頂した
時の達成感や見晴らしの良い景色が見られると
ころが最高です。
★ 　アメリカや韓国などの
海外に行って、日本との文化の違いを肌で感じて
みたいです。
★ 　温厚な人が多くて、とて
も暮しやすいまちだと思います。いつも優しく接
してくれる地域の皆さんに感謝しています。
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かわいい笑顔でいつも
癒やされています。
これからの成長が楽し
みです。

ぱっちりお目目の、
わが家のお姫様です。

毎日、垂れ目のちょぼ
んとしたお顔に癒やさ
れています。

３歳のお姉ちゃんにか
わいがられながら、日々
健やかに成長していま
す。笑顔を見るだけで
パパもママも幸せです。

やさしい未来をつくりたい
　私の将来の夢は、保育士になることです。理
由は二つあります。
　一つ目は小さい子が好きだからです。特に、
赤ちゃんがかわいくて大好きです。赤ちゃん
は、ほっぺがぷくぷくしているし、手や足はす
ごく小さいです。だっこしたりくすぐったり、
一緒に遊んだりすると、喜んでくれます。その
笑顔を見ると、とてもうれしくなります。二つ
目は、自分が周りの人に優しくしてもらったか
らです。私は、家族や地域の皆さんに励まされ
たり元気をもらったりしています。そして、今
までお世話になった保育園や学校の先生にも
優しくしてもらいました。保育士になり、小さ
な子に優しくし、守ることが、お世話になった
皆さんへの恩返しになると思いました。
　小さい子に優しく接し、大切にする。そんな
保育士になり、常に感謝の気持ちを持って仕
事がしたいです。そして、こどもたちにとって
優しい未来をつくっていきたいです。
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市
で
は
、住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。健
康
で

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
り
支

え
合
え
る
地
域
を
目
指
し
、住
民

と
関
係
機
関
が
協
力
し
て
介
護
予

防
活
動
に
取
り
組
め
る
仕
組
み
と

し
て
、地
域
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
な
ど
の
通
い

の
場
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
や
市
職
員
、民
間
団
体
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

講
話
や
体
力
測
定
な
ど
の
出
前
講

座
を
実
施
し
た
り「
と
め
元
気
ぷ

ら
す
体
操
」の
啓
発
を
し
て
い
ま

す
。

　

通
い
の
場
へ
の
社
会
参
加
の
割

合
が
高
い
地
域
ほ
ど
、転
倒
や
認

知
症
、う
つ
の
リ
ス
ク
が
低
い
傾

向
が
み
ら
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ミ

ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ニ
ア
サ
ロ

ン
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
や
、聞

き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
住
ま
い
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

◉

☎

◉

　

☎

　

☎

㊌

㊋

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊊
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎

☎
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登
米
市
は
、小
学
生
の
肥
満
傾

向
児（
肥
満
度
20
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
）の
割
合
が
全
国
・
県
の
平
均
よ

り
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。左
の

グ
ラ
フ
は
、小
学
５
年
生
の
肥
満

傾
向
児
の
出
現
率
を
男
女
別
に
示

し
た
も
の
で
す
。（
令
和
４
年
度

学
校
保
健
統
計
調
査
結
果（
宮
城

県
）、令
和
４
年
度
登
米
市
小
・
中

学
校
定
期
健
康
診
断
統
計
結
果
よ

り
）

　

こ
ど
も
の
肥
満
は
成
人
期
の
肥

満
に
移
行
し
や
す
く
、生
活
習
慣

病
に
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。近
年
で
は
、肥
満

は
遺
伝
よ
り
も
生
活
環
境
と
生
活

習
慣
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。生
活
習
慣
の
変
化
や
身
体
活

動
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、エ
ネ
ル

ギ
ー
摂
取（
食
事
）が
消
費（
運
動
）

を
上
回
る
こ
と
で
肥
満
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

こ
ど
も
だ
け
で
な
く
、大
人
も

食
事
・
睡
眠
・
運
動
の
３
つ
を
意
識

し
て
、望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身

に
付
け
、肥
満
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

す
と
と
も
に
、正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
て
赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
産

み
育
て
て
い
け
る
よ
う
に
、サ
ロ

ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。個
別
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

パ
パ
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

妊
娠
の
経
過
・
妊
娠
中
の

過
ご
し
方
、出
産
の
経
過
、お
産
の

し
く
み
、呼
吸
法
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ

ガ
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
に
つ
い

て

４
月
23
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

妊
娠
中
や
出
産
、育
児
に
つ
い

て
、助
産
師
が
個
別
相
談
に
応
じ

ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、心
配
な
こ

と
、不
安
な
こ
と
を
聞
い
て
く
だ

さ
い
。

４
月
16
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６
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し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。ぜ
ひ
、ご

来
場
く
だ
さ
い
。

４
月
21
日（
日
）午
前
９
時

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
ト
ヨ
テ

ツ
の
丘
公
園

※
市
役
所
迫
庁
舎
か
ら
イ
ベ
ン
ト

会
場
ま
で
、無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す

東
北
風
土
マ
ラ
ソ

ン
２
０
２
４
実
行
委
員
会

死info@
tohokum

arathon.
com

　
「
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
＆
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
」を
開
催

し
ま
す
。メ
イ
ン
会
場
で
は
、フ
ー

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
日
本
酒

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
同
時
開
催
さ

れ
、走
る
人
も
走
ら
な
い
人
も
楽

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

☎

※
事
業
期
間
が
複
数
年
度
に
わ
た

る
場
合
、２
年
目
の
補
助
率
は
３

分
の
１
以
内50

万
円

９
月
30
日（
月
）ま

ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

令
和
７
年
度
に
実
施
す
る
集
会

施
設
の
建
設
や
改
修
費
用
の
一
部

　

令
和
７
年
度
に
実
施
す
る
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

や
、地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

次
の
全
て
の
要
件
に

該
当
す
る
団
体
➊
市
内
に
活
動
拠

点
が
あ
る
➋
構
成
員
が
５
人
以
上

➌
運
営
や
組
織
に
関
す
る
規
約
や

会
則
を
定
め
て
い
る
➍
政
治
活

動
、宗
教
活
動
ま
た
は
営
利
を
目

的
と
し
て
い
な
い

※
事
業
内
容
や
経
費
な
ど
は
事
前

に
相
談
く
だ
さ
い

単
年
度
。た
だ
し
、事

業
の
性
質
上
、実
施
期
間
が
複
数

年
度
に
わ
た
る
場
合
は
２
年
を
限

度
と
し
ま
す補

助
率
２
分
の
１
以
内

■



17 2024.4

け
入
れ
る
、「
登
米
市
国
際
交
流
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ン
ク
」の
登

録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

次
の
全
て
に
該
当
す

る
家
庭
➊
家
庭
の
代
表
者
が
18
歳

以
上
➋
２
人
以
上
の
世
帯
で
全
員

の
同
意
を
得
て
い
る
➌
世
帯
構
成

員
の
１
人
以
上
が
、市
内
に
居
住

ま
た
は
在
勤
、在
学
し
て
い
る
➍

食
事
や
送
迎
な
ど
、基
本
的
な
日

常
生
活
の
支
援
を
無
償
で
提
供
で

き
る

登
録
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、提
出
し
て
く

だ
さ
い
。申
請
書
は
、観
光
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
に
備
え
付

け
て
い
る
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。登
録
申
請
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す

➊
市
か

ら
登
録
家
庭
へ
受
入
依
頼
通
知
を

送
付
➋
登
録
家
庭
は
受
入
可
否
を

市
へ
連
絡
➌
市
で
受
入
可
能
家
庭

と
調
整
し
、受
入
家
庭
を
決
定ま

ち

づ
く
り
推
進
部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
課（
ふ
る
さ
と
定
住

係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

☎

季節の花苗・野菜苗

大量入荷しました

※写真はイメージです

店内にて

※写真は売場イメージです

100円ショップ
好評営業中！

を
補
助
し
ま
す
。➊

集
会
施
設
の
建

設
、購
入
➋
集
会
施
設
の
修
繕
、模

様
替
え（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含

む
）、増
築

補
助
率
２
分
の
１
以
内

➊
新
築
＝
１
千
万

円
➋
修
繕
、模
様
替
え
な
ど
＝

２
５
０
万
円

➊
門
、柵
、植
樹
な

ど
の
附
帯
工
事
、購
入
費
➋
用
地

の
取
得
費
➌
既
存
の
建
物
の
解
体

費
➍
備
品
購
入
費
な
ど

９
月
30
日（
月
）

※
建
設
や
改
修
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、経
費
な
ど
は
事
前
に
相
談
く

だ
さ
い

※
補
助
率
、限
度
額
な
ど
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
要
望
金
額
の
合
計
が
予
算
額
を

超
え
た
場
合
、優
先
基
準
に
基
づ

き
補
助
団
体
を
決
定
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

海
外
姉
妹
都
市
か
ら
の
青
少
年

訪
問
団
や
旅
行
者
な
ど
、ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
希
望
す
る
外
国
人
を
受

　

令
和
６
年
度
の
東
和
陶
芸
教
室

を
開
講
し
ま
す
。市
内
在
住
で
あ

れ
ば
、誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。初

心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

５
月
〜
10
月

※
開
講
式
は
５
月
７
日（
火
）

▼
昼
の
部
＝
毎
週
火
曜
日

／
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
／
初
回

５
月
７
日（
火
）▼
夜
の
部
＝
毎
週

水
曜
日
／
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

30
分
／
初
回
５
月
８
日（
水
）

東
和
陶
芸
場

８
千
円（
材
料
費
含
む
）

４
月
19
日（
金
）〜
26

日（
金
）▼

昼
の
部
＝
30
人
▼
夜
の

部
30
人（
申
込
先
着
順
）

東
和

教
育
事
務
所

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
１
１
５

０
２
２
０（
５
３
）４
１
０
０

▶
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

市
で
は
、令
和
６
年
度
か
ら
10

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

「
登
米
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」を
策
定

す
る
た
め
、計
画
案
へ
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。３

月
25
日（
月
）〜
４

月
24
日（
水
）

登
米
市
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画（
案
）ま

ち
づ
く
り
推
進
部

Ｄ
Ｘ
推
進
室
、各
総
合
支
所
、各
公

民
館
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼「
登
米
市
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画（
案
）に
対
す
る
意
見
」と

明
記
し
、郵
送
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い（
様
式
は
自

由
）▼
住
所
、氏
名（
団
体
な
ど
の

場
合
は
所
在
地
、名
称
、代
表
者
氏

名
）、電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
て

く
だ
さ
い

※
電
話
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん

「
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ

き
適
切
に
取
り
扱
い
ま
す
。ま
た
、

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、意

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
考
え

方
を
取
り
ま
と
め
た
上
、後
日
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す

　

市
消
防
署
で
は
、災
害
時
の
使

用
に
備
え
て
、消
火
栓
バ
ル
ブ
の

開
閉
状
況
や
防
火
水
槽
の
水
量
な

ど
、消
防
水
利
の
点
検
を
実
施
し

ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

４
月
８
日（
月
）〜
５

月
24
日（
金
）／
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

消
防
本
部
警
防
課 

（
警
防
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

　
「
令
和
６
年
度
固
定
資
産
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」は
、次
の
と
お
り
縦

覧
で
き
ま
す
。

ま
ち
づ

く
り
推
進
部
Ｄ
Ｘ
推
進
室（
Ｄ
Ｘ

推
進
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
中
江
二
丁
目
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
６
７

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死dxsuishin@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　

三
幸
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、地

域
に
お
け
る
介
護
人
材
の
育
成
を

目
的
に
、市
内
で
開
催
さ
れ
る
介

護
福
祉
士
実
務
者
研
修
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

飛
鳥
未
来
き
ず
な
高

等
学
校
登
米
本
校

▼
介
護
過
程
Ⅲ
＝
７

月
30
日（
火
）、７
月
31
日（
水
）、８

月
６
日（
火
）、８
月
７
日（
水
）、８

月
20
日（
火
）▼
医
療
的
ケ
ア
＝
８

月
21
日（
水
）、８
月
28
日（
水
）

５
月
29
日（
水
）　

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

三
幸

福
祉
カ
レ
ッ
ジ

☎
０
１
２
０（
２
９
４
）３
５
０

　

離
職
者
等
再
就
職
訓
練「
ビ
ジ

ネ
ス
ス
キ
ル
基
礎
科
」の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
力

と
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
事
務
処

理
技
能
の
習
得

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講

指
示
、受
講
推
薦
ま
た
は
支
援
指

示
を
受
け
ら
れ
る
人
お
よ
び
再
就

職
を
希
望
す
る
離
転
職
者

15
人

J
M
T
C
佐
沼
教
室

５
月
10
日（
金
）〜
８

月
９
日（
金
）３

月
18
日（
月
）〜
４

月
16
日（
火
）４

月
23
日（
火
）

県
登
米
合
同
庁
舎

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
１
万
３

３
０
０
円（
授
業
料
は
無
料
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

㊐

◉

☎

㊏
～

㊐

◉

☎

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

令
和
５
年
度
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人

で
、令
和
６
年
度
も
在
学
予
定
の

人
に
は
、４
月
上
旬
に
は
が
き
で

学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
し
、引
き

続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
受
け

る
場
合
は
、在
学
証
明
書
や
学
生

証
の
写
し
を
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、は
が
き
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、返
送
く
だ
さ
い
。

な
お
、学
生
納
付
特
例
制
度
の
利

用
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、年
金

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

縦
覧
制
度
は
、納
税
者
が
所
有

す
る
固
定
資
産
の
価
格
が
適
正
で

あ
る
か
判
断
す
る
た
め
に
、土
地

や
家
屋
の
価
格
を
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。４

月
１
日（
月
）〜
５
月
31

日（
金
）（
土
・
日
、祝
日
を
除
く
）／

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

各
総
合
支
所
市
民
課

（
迫
町
の
み
総
務
部
税
務
課
）

固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）納
税
者

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す

総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

飼
い
主
に
は
、犬
の
登
録
、年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
、鑑
札
と

注
射
済
票
を
犬
に
装
着
す
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場
合
は
、

会
場
で
登
録
手
続
き
の
上
、注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

４
月
２
日（
火
）〜
25
日

（
木
）

１
匹
３
千
円

１
匹
３
１
５
０
円

0220-23-8688下田中53番地8

※
詳
細
は
、毎
戸
に
配
布
す
る「
狂

犬
病
予
防
集
合
注
射
に
つ
い
て
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

例
年
、３
月
下
旬
か
ら
４
月
中

旬
ま
で
、住
所
変
更
な
ど
の
手
続

き
で
、各
総
合
支
所
市
民
課
の
窓

口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
よ
る
転
出

届
出
や
、証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、

混
雑
の
緩
和
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

▼
市
民
生
活
部
市

民
生
活
課（
戸
籍
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

▼
各
総
合
支
所
市
民
課
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タ
ー（
年
中
無
休
／
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
10
時
）

☎
０
１
２
０（
７
０
０
）０
１
２

☎
０
５
０（
３
７
８
６
）０
７
０
０

　

市
役
所
中
田
庁
舎
１
階
に
設
置

し
て
い
た
総
合
案
内
・
代
表
電
話

交
換
業
務
の
窓
口
は
、取
扱
件
数

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、令
和
６
年

４
月
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

　

窓
口
廃
止
後
の
総
合
案
内
・
代

表
電
話
交
換
業
務
は
、中
田
総
合

支
所
市
民
課
が
対
応
し
ま
す
。

中
田
総
合
支
所
市

民
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
３

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

衛
生
セ
ン
タ
ー
で
生
産
・
販
売

し
て
い
る
炭
化
肥
料「
タ
ン
ピ
く

ん
」の
販
売
価
格
を
、４
月
１
日

か
ら
、15
キ
ロ
グ
ラ
ム
入
り
１
袋

１
６
０
円
を
３
０
０
円
に
改
定
し

ま
す
。

　

タ
ン
ピ
く
ん
は
、高
温
で
焼
き

固
め
て
い
る
た
め
、扱
い
や
す
く

て
に
お
い
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。水
稲
、野
菜
、果
樹
、庭
木
な
ど

幅
広
く
利
用
で
き
ま
す
。

環
境
事
業
所
衛
生
セ

ン
タ
ー

※
在
庫
が
な
い
日
も
あ
り
ま
す
の

で
、購
入
の
際
は
事
前
に
電
話
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

環
境
事
業
所
衛
生

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
５
４

　

総
務
省
に
よ
る
７
０
０
Ｍメ

ガ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ

帯
の
周
波
数
再
編
に
よ
り
、こ
れ

ま
で
地
上
テ
レ
ビ
放
送
が
使
用
し

て
い
た
周
波
数
は
、携
帯
電
話
に

よ
る
利
用
へ
移
行
と
な
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
基
地
局
の
開
設
に
伴

い
、４
月
18
日（
木
）か
ら
携
帯
電

話
に
よ
る
周
波
数
の
利
用
に
伴
う

試
験
電
波
が
発
射
さ
れ
、市
内
の

一
部
地
域
で
テ
レ
ビ
受
信
障
害
が

発
生
し
、受
信
に
影
響
が
出
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。対
策
は
携
帯

電
話
事
業
者
が
設
立
し
た「
一
般

社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推

進
協
会
」が
実
施
し
、テ
レ
ビ
受
信

へ
の
影
響
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
世
帯
に
は
、試
験
前
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
ま
す
。

　

対
策
が
必
要
な
可
能
性
が
高
い

世
帯
に
は
、テ
レ
ビ
受
信
障
害
対

策
員
証
を
身
に
付
け
た
工
事
作
業

者
が
直
接
家
庭
に
訪
問
し
ま
す
。

対
策
に
か
か
る
費
用
は
全
て
同
協

会
が
負
担
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

に
対
す
る
費
用
請
求
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。テ
レ
ビ
受
信
障
害
対

策
を
装
っ
た
詐
欺
行
為
や
悪
徳
商

法
な
ど
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、テ
レ
ビ
放
送
が
正
常
に

視
聴
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
や
、

不
審
な
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ

レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン

▶
▶

☎
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☎ ☎ ☎ ☎

（令和６年２月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,657 9,353 9,811 19,164 （▲27）

登米 1,742 2,082 2,279 4,361 （▲13）

東和 2,211 2,699 2,752 5,451 （▲14）

中田 5,270 7,318 7,521 14,839 （▲23）

豊里 2,154 3,007 3,051 6,058 （▲3）

米山 2,787 4,038 4,132 8,170 （▲21）

石越 1,491 2,128 2,128 4,256 （▲13）

南方 2,719 3,884 4,058 7,942 （2）

津山 1,106 1,358 1,493 2,851 （▲4）

合計 27,137 35,867 37,225 73,092 （▲116）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　

多
重
債
務
者
を
対
象
に
、弁
護

士
、司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

４
月
26
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

開
発
健け

ん

次じ

（
弁
護
士
）

➊ ➋ ➌
➍

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
１
月
受
納
順
）

●
株
式
会
社
ア
ベ
美
装
様
／
緊

急
物
資
輸
送
車
用
・
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
４
枚

●
み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合

様
／
母
子
健
康
手
帳
用
ケ
ー
ス

３
２
０
個

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
は
、消
費

者
と
事
業
者
と
の
間
に
発
生
し
た

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
を
受

け
、解
決
に
向
け
た
助
言
や
あ
っ

せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。相
談
は
無

料
で
、専
門
の
相
談
員
が
電
話
か

対
面
で
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

市
消
費
生
活
相
談
窓

口（
南
方
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

平
日
／
午
前
９
時
〜

正
午
、午
後
１
時
〜
４
時

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

４
月
か
ら
、迫
図
書
館
・
登
米
図

書
館
・
中
田
図
書
室
の
書
籍
が
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
予
約
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、利
用
者
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
。利
用
を
希
望

す
る
場
合
は
、各
図
書
館（
室
）で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
仮
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す

▼
迫

図
書
館
白
鳥
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
爽

陽☎
０
２
２
０（
２
２
）９
８
２
０

▼
登
米
図
書
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
３
３
０

▼
中
田
図
書
室

☎
０
２
２
０（
３
４
）８
０
８
１

　

本
校
の
学
校
図
書
館
を
、地
域

に
開
か
れ
た
も
の
と
す
る
た
め
に

一
般
開
放
し
ま
す
。

月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時

土
・
日
、祝
日
、学
校
休

業
日

※
利
用
上
の
注
意
や
利
用
方
法
、

一
般
開
放
の
案
内
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

登
米
総
合
産
業
高

校（
図
書
館
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
６
６
６

　４月６日（土）から春の交通安全運動が始まります。運動の
主役は市民の皆さん一人一人です。正しい交通ルールの実践
を習慣付けましょう。

（令和６年２月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ６ Ｒ５ 増減数

人身事故
発生件数 12件 16件 ▲4件

死者数 0人 0人 0人

負傷者数 15人 17人 ▲2件

物損事故
発生件数 195件 173件 22件

※Ｒ６年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）
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登米市登米市
さくらさくら
ガイドガイド

桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

登
米
市
内
に
数
あ
る
桜
の
名
所
を
紹
介
し
ま
す
。

春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、お
花
見
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

※昨年以前の写真を掲載しています
※桜などの開花・お花見情報は、市公
　式ホームページで更新します

まちづくり推進部観光
シティプロモーション課
☎ 0220（23）7331



編

集

後

記

▼
高
校
生
会
議
を
取
材
。将
来

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
高

校
生
た
ち
の
姿
が
輝
い
て
見

え
ま
し
た
。令
和
５
年
度
は
、

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
粗
大
ご

み
収
集
受
付
機
能
を
追
加
し
、

通
報
機
能
も
拡
張
し
て
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
。時
代
の
波
に
つ
い
て

行
け
る
よ
う
に
、私
も
負
け
ず

に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
で
す
。（
高
橋
）

▼
と
よ
ま
凧
あ
げ
大
会
を
取

材
。私
が
小
学
生
だ
っ
た
時
に

授
業
で
手
作
り
し
た
た
こ
を
思

い
出
し
ま
し
た
。好
き
な
デ
ザ

イ
ン
に
で
き
る
と
の
事
で
、ク

ラ
ス
メ
イ
ト
が
工
夫
を
凝
ら
す

な
か
、私
は
自
分
の
名
前
を
大

き
く
書
い
た
だ
け
で
し
た
。今

思
え
ば
、か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト

を
描
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し

て
い
ま
す
。（
木
戸
浦
）

▼
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
が
咲
い
た
と

思
っ
た
ら
雪
が
降
り
、冬
と
春

を
行
っ
た
り
来
た
り
。桜
の
写

真
を
見
な
が
ら
、新
し
い
季
節

の
訪
れ
を
心
待
ち
に
す
る
日
々

で
し
た
。と
こ
ろ
で
渡
邊
は
葛

藤
の
末
、老
眼
鏡
を
手
に
入
れ

ま
し
た
。「
小
さ
い
文
字
が
見
え

る
！
」こ
れ
で
仕
事
が
今
ま
で

よ
り
捗は

か
ど

る
は
ず
？（
渡
邊
）

　「キャンドルの火を眺めると気持ちが落ち着き、
ゆったりとした時間を過ごすことができるんで
す」と話す鈴木さん。キャンドル工房「すずきャン
ドル」で作品を制作。やさしさを感じさせる淡い色
合いと、なめらかな質感の作品は、見る人の気持ち
を穏やかにする。
　鈴木さんがキャンドル職人を志したのは10年
程前。キャンドルを手作りするイベントに参加し、
オレンジ色の火がやわらかく揺らぐ様子に魅了さ
れたことをきっかけに、キャンドルインストラク
ターの資格を取得し、作品の制作を始めた。「全て
の工程を手作業で制作していて、表面にきれいな
つやが出るように、材料の配合や作り方を工夫し
ています」とこだわりを話す。

　公民館やイベントの場でキャンドル作り体験の
講師を務めることも多く、クリスマスやハロウィ
ンなどは時節に合わせた企画を用意して楽しんで
もらっている。「フルーツ型の素材を見てかわいい
と笑顔になったり、悩みながら真剣に作る参加者
の姿を見ると準備して良かったと心がほっとしま
す。こうして活動できるのは、自分に活躍の場を与
えてくれた人たちや側で支えてくれた家族のおか
げ」と感謝の気持ちを口にする。
　「今後、整体師の資格を生かして、お客様にキャ
ンドルの火の揺らぎを感じてもらいながら、心と
体を癒やす取り組みをしたいと考えています」と
新たな試みのため、歩みを進める鈴木さん。多くの
人の心に、温かな明かりを照らす。

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam
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